
（１）プログラムの全体像
泌尿器科専⾨医は 2 年間の初期臨床研修が終了し、後期専⾨研修が開始した段階から開始され 4 年間の研修で育成さ

れます。基本的には 4 年間のうちの半年から 1 年間の研修を基幹施設（⼤阪⼤学医学部附属病院泌尿器科）で⾏い、そ
の後 2 年次、3 年次、4 年次の研修は連携施設の中でも特に症例の多い拠点病院で⾏います。

⼤阪⼤学泌尿器科専⾨研修プログラムは、⼤阪⼤学医学部附属病院を基幹施設とし、31 の連携施設から構成されてい
ます。ほとんどの施設が症例の多い拠点病院であり、これらの施設で質、量ともに⼗分な研修が受けられます。ロボッ
ト⽀援⼿術や腹腔鏡⼿術などの最先端医療、⼩児泌尿器科、⼥性泌尿器科、透析医療、⽣殖医療、地域医療などの幅広
い領域の研修が可能で、サブスペシャルティ領域の研修も⼗分に経験できます。さらに、基幹施設である⼤阪⼤学医学
部附属病院では、臨床研究や基礎研究を⾏うことができます。また専⾨研修後には、⼤学院への進学や専⾨分野の研修
も可能です。

（２）プログラムの概要 
⼤阪⼤学泌尿器科専⾨研修プログラムでは、基本的には 4 年間のうち⼀定期間の研修を基幹施設（⼤阪⼤学医学部附

属病院泌尿器科）で⾏い、連携施設の中でも特に症例の多い拠点病院で研修を継続します。連携施設はそのほとんどは
症例の多い拠点病院であり効率的な研修が可能です。

（３）プログラムの実績 
専攻医はロボット⽀援⼿術や腹腔鏡⼿術などの最先端医療、⼩児泌尿器科、⼥性泌尿器科、透析医療、⽣殖医療、地

域医療などの幅広い領域の研修が可能で、サブスペシャルティ領域の研修も⼗分に経験できます。施設全体での年間⼿
術件数は約 9400 件にのぼり、量的にも⼗分な研修が可能です。以下の表に⽰すように、施設毎に様々な病院機能を有し、
⼀般泌尿器科以外に、泌尿器科特殊専⾨領域についても診療を⾏う施設があります。
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（４）プログラムの指導状況
⼤阪⼤学泌尿器科専⾨研修プログラムはすべての施設において泌尿器科指導医が常勤しています。施設毎に様々な病

院機能を有し、⼀般泌尿器科以外に、泌尿器科特殊専⾨領域についても診療を⾏う施設があります。年 2 回、11 ⽉と 3
⽉に、指導医による形成的評価とそれに基づく各地域プログラム管理委員会による評価を実施します。

最終研修年度 ( 専⾨研修 4 年⽬ ) の研修を終えた 4 ⽉に研修期間中の研修⽬標達成度評価報告⽤紙と経験症例数報告
⽤紙を総合的に評価し、専⾨的知識、専⾨的技能、医師として備えるべき態度を習得したかどうかを判定します。また、
ローテーション終了時や年次終了時等の区切りで⾏う形成的評価も参考にして総括的評価のための測定を⾏います。

（５）専⾨医の取得等
学 会 ︓⽇本泌尿器科学会
資 格 ︓泌尿器科専⾨医
資格要件︓各専⾨医プログラムの修了（4 年間）、⽇本泌尿器科学会が認定する講習などの受講や論⽂学会発表による
     単位取得、専⾨医試験（書類審査、筆記試験、⼝頭試験）の合格。
サブスペシャルティ︓泌尿器科専⾨医取得後、がん治療、⽣殖医療、移植医療、排尿機能、内視鏡外科、内分泌外科等
          各種学会と連携し、各学会の専⾨医・認定医の取得が可能である。

⼤阪⼤学泌尿器科専⾨研修プログラム基幹・連携施設

施 設 名 学会教
育施設

年間
⼿術
件数

腹腔鏡
⼿ 術

ロボット
⽀援⼿術

体外
衝撃波
治療

透 析 その他

⼤阪⼤学医学部附属病院 拠点 456 ○ ○ ○ リプロダクションセンター

⼤阪急性期・総合医療センター 拠点 682 ○ ○ ○ ○ リプロダクションセンター

⼤阪ろうさい病院 拠点 720 ○ ○ ○

⼤阪けいさつ病院 拠点 583 ○ ○ ○ ○

市⽴豊中病院 拠点 555 ○ ○

市⽴池⽥病院 拠点 439 ○ ○

兵庫県⽴⻄宮病院 拠点 668 ○ ○ ○

住友病院 拠点 584 ○ ○ ○

⼤阪国際がんセンター 拠点 366 ○ ○

⼤阪中央病院 拠点 347 ○ ○ ○ ⼥性泌尿器科

⼤阪医療センター 拠点 332 ○ ○ ○

市⽴東⼤阪医療センター 拠点 798 ○ ○ ○

箕⾯市⽴病院 拠点 403 ○ ○ ○ ○

堺市⽴総合医療センター 拠点 435 ○ ○ ○

済⽣会 千⾥病院 拠点 368 ○ ○ ○ ○

JCHO ⼤阪病院 拠点 221 ○ ○ ○

⽇本⽣命病院 拠点 224 ○ ○ ○

JCHO ⼤阪みなと中央病院 拠点 76 ○ ○

⼤⼿前病院 拠点 164 ○ ○
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施 設 名 学会教
育施設

年間
⼿術
件数

腹腔鏡
⼿ 術

ロボット
⽀援⼿術

体外
衝撃波
治療

透 析 その他

⼤阪⺟⼦医療センター 拠点 712 ○ ⼩児泌尿器科

⼩松病院 関連 209 ○

友紘会総合病院 関連 41 ○

吹⽥徳洲会病院 関連 14 ○ ○ ○ ○

おかたに病院 関連 55 ○

関⻄メディカル病院 協⼒ - ○ ○

近畿⼤学病院 拠点 677 ○ ○ ○ ○

近畿⼤学奈良病院 拠点 420 ○ ○ ○

⿃取⼤学医学部附属病院 拠点 504 ○ ○ ○ ○ 低侵襲外科センター

⼤阪はびきの医療センター 協⼒ 180 ◯ ◯

野崎徳洲会病院 協⼒ - ◯ ◯
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■⼤阪⼤学医学部附属病院 泌尿器科
 担当者 中澤 成晃
    nakazawa ＠ uro.med.osaka-u.ac.jp
 診療科ホームページ  http://www.osaka-urology.jp/8/28.html

問い合わせ先




